
ISSCRガイドラインと当面のヒト生殖細胞作製の課題

l 生殖細胞の分化メカニズムの理解
→ in vitro gametogenesisは発生中のヒト生殖

細胞を知る唯一の方法

→ ゲノム編集との組み合わせにより不妊の遺

伝的要因が解明に期待

（今後）

→ 配偶子を作る分化培養系の開発が必要

→ 配偶子の機能評価には受精の可否が必要

l 体外培養による配偶子の供給源
→ 実験動物の結果からサルなどを用いた

基礎研究が必要



結論

l 生殖細胞系列の発生過程はin vitro gametogenesisで再現できる：マウスでは
ほぼすべての過程、ヒトでは始原生殖細胞、その他大動物は始原生殖細胞

l 始原生殖細胞の発生において、種特異的なメカニズムは存在する。
→ in vitro gametogenesisがそのメカニズムを探る唯一の方法
→ゲノム編集技術と組み合わせることによりメカニズムの理解が加速

l in vitro gametogenesisで得られる配偶子には質的なばらつきがあり、生殖目的
の利用には慎重な検討を要する。




